

















圏における物質循環の総合解析」（ - 年度）に行われた つの研究




























































極大気?雪氷?海洋圏における物質循環の総合解析」（ - 年度）に行われた つの
研究 （ ）および （ ）の概要をそれぞれ第 章お
よび第 章にて紹介する．詳しくは原著論文を参照されたい．
? （ ）では，同様な結果や議論をしているにもかかわらず， ( )，
（ )， （ ）の南極重力波研究が引用されていない．
南極重力波の季節変化と発生源に関する研究
成層圏極渦と対流圏擾乱に伴う南極下部成層圏の重力波の卓越
この研究では，昭和基地（南緯 度，東経 度）における 日 回の定常高層気象
観測によって得られた，気温および水平風のオリジナルの高分解能データを用いた．解析




図 は，期間中の東西風 および気温 の時間高度断面図である．対流圏界面は高度
約 に存在している．夏以外の期間には高度 以上において極夜ジェットが見ら
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図 昭和基地における ()東西風，( )気温，()重力波運動エネルギーの時間鉛直断面図．
等値線間隔は () ，( ) ，() （ ）．


























ではすべての季節において位相速度はゼロに近く，高度 - では，夏に - が
卓越し，それ以外の季節では - の範囲で広く分布している（図は省略)．
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図 ホドグラフ解析により得られた重力波の ()背景風に相対的な位相速度の向きと ( )地
面に相対的な位相速度の向きの頻度分布．左が高度 - ，右が高度 - の結果．




































図 白抜きは 温位面における渦位の頻度分布．横軸は渦位で単位は ．グレーはそれ









年 ， ， ， 月の各月に，それぞれ約 回連続で 時間ごとにラジオゾンデ観








































特に波束がきれいに見えた 月 日 時~ 日 時のデータを使ってホドグラフ解
析を行い，重力波の水平波長や水平位相速度などのパラメータ推定を行った．波のパラメー
タが有意に推定された事例の結果を図 に示す．丸印，＋印はそれぞれ上向き位相速度の
図 年 () 月，( ) 月，() ，( ) 月における南北風の周波数，鉛直波数スペク
トル．エネルギーコンテント表示．単位は ．等値線間隔は ．四角はホドグラフ解析












項）を計算した．図 は，高度 における 月 日 時の分布である．等値線はジ
オポテンシャル高度を表す．これを見ると昭和基地（×印）の低緯度側に極夜ジェットが







図 年 月 日 時での における (左)局所ロスビー数，(右)非線形バランス
方程式の残差項の絶対値のポーラーステレオ図． 再解析データによる．細
い等値線はジオポテンシャル高度（ )，等値線間隔は ．太い等値線は水平風の絶対







この重力波は， （ ）で行った の水惑星モデルのシミュレーショ
ンデータに現れた，極夜ジェットに伴うと?えられる重力波とよく似ていた．このモデル











図 （ ）による水惑星実験でシミュレートされた高度 における水平発
散成分．符号の違いは暖色および寒色で区別してある．等値線はジオポテンシャル高度で
等値線間隔は （ )．
スビー数の解析およびホドグラフ解析による重力波パラメータの推定の結果，これは極渦
周辺での自発的調節過程により発生した可能性が高いことが分かった．先に行われた高解
像度気候モデルを用いたシミュレーション結果もこれと調和的であった．
結 語
本プロジェクトの期間中，ラジオゾンデの定常観測および集中研究観測データに基づく
重力波解析を行い，その起源を特定した．成層圏冬~春季においては，極渦縁辺での重力波
の卓越が見られ，これはゆがんだ極渦に伴う流れの非平衡領域から重力波が発生している
ためと?えられた．また，対流圏直上では，ブロッキングや総観規模擾乱に伴う低緯度大
気の南極域への流入時に重力波の卓越が見られ，これも同じく流れの自発的調節過程に伴
い発生したものと推定された．今後，このような重力波が平?風へ及ぼす影響を定量的に
調べる必要がある．高解像度気候モデルの有効利用に加え，現実大気における実態を把握
するため，近々昭和基地に設置予定の大型大気レーダーによる運動量フラックス観測が大
いに期待される．
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